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ス
リ
ッ
プ
に
注
意

雨
の
日
の
交
通
事
故
防
止

　
例
年
、
梅
雨
期
に
入
る
と
ス
リ
ッ
プ

や
転
落
事
故
な
ど
の
重
大
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し

て
、
交
通
事
故
を
な
く
す
よ
う
に
つ
と

め
ま
し
ょ
う
。

　
坂
道
や
カ
ー
ブ
、
雨
に
ぬ
れ
た
舗
装

道
路
な
ど
は
必
ず
ス
リ
ッ
プ
し
ま
す
か

ら
、
速
度
は
ひ
か
え
め
に
、
車
間
距
離

は
十
分
と
り
、
安
全
な
速
度
で
運
転
す

る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
雨
の
日
や
雨
あ
が
り
に
は
、
路
肩
が

弱
く
な
り
道
路
が
く
ず
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
転
落
事
故
を
起
し
や

す
い
の
で
、
無
理
な
積
載
を
や
め
、
路

肩
の
通
行
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。

　
雨
が
降
る
と
、
落
石
に
よ
る
事
故
も

多
く
な
り
ま
す
。
山
間
部
や
ガ
ケ
下
の

道
路
を
通
行
す
る
と
き
は
、
十
分
注
意

し
ま
し
よ
う
。

　
雨
の
日
は
、
晴
れ
の
日
よ
り
制
動
距

離
が
長
く
な
り
、
こ
の
た
め
思
わ
ぬ
事

故
を
起
し
が
ち
で
す
。
急
ブ
レ
ー
キ
は

ス
リ
ッ
プ
し
ま
す
の
で
、
ブ
レ
ー
キ
操

作
は
早
目
に
、
し
か
も
確
実
に
し
ま
し

よ
う
。

　
雨
の
日
は
、
視
界
が
悪
く
な
り
、
と

く
に
夜
間
運
転
は
危
険
で
す
か
ら
速
度

に
注
意
し
、
ワ
イ
パ
ー
を
完
全
に
作
動

さ
せ
、
前
方
側
方
が
見
え
や
す
い
よ
う

に
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

　
か
さ
を
さ
し
て
自
転
車
に
乗
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
雨
ガ
ッ
パ
を

着
ま
し
よ
う
。
ま
た
雨
ガ
ッ
パ
を
着
た

と
き
は
、
ズ
キ
ン
を
あ
ま
り
深
く
か
ぶ

ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
よ
う
。

　
梅
雨
期
に
は
、
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
歩
行
者
の
方
も
十
分
注
意
し

町
内
か
ら
一
件
の
交
通
事
故
も
出
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

第
三
日
曜
日
（
十
五
日
）
は
　
家
庭
の
日

㊥

喪

　
　
　
　
　
　
　
　
．
日
ざ
し
も
ぐ

　
ア
ユ
漁

　
　
　
　
　
　
　
ん
と
強
く
な
る

六
月
は
、
初
夏
か
ら
真
夏
に
移
り
か

わ
る
と
き
で
す
。
梅
雨
に
は
ま
だ
間

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
し
と

し
と
と
や
っ
て
き
て
あ
わ
て
さ
せ
ら

れ
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

▽
六
月
一
日
は
ア
ユ
漁
の
解
禁
日
で

す
。
清
流
の
小
公
子
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
ア
ユ
は
何
と
い
っ
て
も
川
魚
の
王

様
と
い
え
ま
し
よ
う
。
　
「
釣
り
暮
ら

し
帰
れ
ば
母
に
叱
ら
れ
き
叱
れ
る
母

に
渡
し
き
鮎
を
」
…
牧
水
先
生
は
歌

集
黒
松
の
中
で
ア
ユ
つ
り
の
思
い
出

を
こ
う
詠
ん
で
い
ま
す
。

▽
こ
と
し
は
例
年
に
な
く
ア
ユ
が
多

い
そ
う
で
、
耳
川
に
浮
ぶ
川
舟
の
上

か
ら
、
坪
谷
川
の
早
瀬
で
つ
り
ざ
お

を
た
れ
て
、
と
も
づ
り
を
す
る
光
景

は
ま
さ
に
初
夏
の
風
物
詩
と
い
え
ま

す
。
塩
焼
き
の
ア
ユ
の
香
り
、
セ
ゴ

シ
の
ア
ユ
の
味
。
食
通
に
は
こ
た
え

ら
れ
な
い
川
魚
料
理
で
し
ょ
う
。

上
つ
瀬
と
下
つ
瀬
に

居
り
て
を
り
を
り
に

呼
び
交
し
つ
つ
父
と

釣
り
に
き
　
　
牧
水



2郷三二町

けて》
つ

信頼を全身に

新しい町長・町議会議員きまる

わたしたちの町の町長と町議会議員の新しい顔ぶれがきました。

　統一地方選挙を迎えて、4月27日の投票によってきまったもので

　　す。さっそく紹介をかねてアンケートを試みました。

　
四
月
二
十
七
日
を
投
票
日
と
し
た
東
郷
町
長
お
よ

び
東
郷
町
議
会
議
員
の
選
挙
は
、
即
日
開
票
の
結
果

新
し
い
顔
ぶ
れ
が
き
ま
り
ま
し
た
。

　
町
長
選
挙
で
は
、
新
人
二
人
が
立
候
補
し
ま
し
た

が
、
前
町
助
役
の
木
村
誠
さ
ん
が
初
当
選
し
、
今
後

四
年
間
町
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
町
議
会
議
員
選
挙
で
は
二
十
六
人
が
立
候

補
。
開
票
の
結
果
、
現
職
七
人
、
元
一
人
、
新
人
十

人
が
そ
れ
ぞ
れ
新
し
く
議
席
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
身
近
か
な
選
挙
だ
っ
た
だ
け
に
関
心
も
高
く
、
投

票
率
は
九
六
・
三
〇
％
と
前
回
を
○
・
三
五
％
上
回

る
好
成
績
で
し
た
。
内
訳
は
男
が
九
五
・
六
二
％
、

女
が
九
六
・
九
〇
％
。
下
渡
川
の
女
は
一
〇
〇
％
の

投
票
率
で
し
た
。
・

　
■
新
選
良
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
事
項
■
　
　
　
…

①
町
政
に
対
す
る
基
本
的
な
心
が
ま
え
（
信

　
念
）
を
お
き
か
せ
く
だ
さ
い
。

②
、
任
期
中
に
ゼ
ヒ
や
り
た
い
こ
と
、
ま
た
手
…

　
が
け
た
い
こ
と
を
二
、
三
列
記
し
て
く
だ
さ
…

い
・
　
　
　
　
　
　
　
　
…

誠村木

小野田・52歳

　
①
、
こ
の
た
び
、
皆
さ
ま
の
力
強
い

ご
支
援
に
よ
り
、
東
郷
町
長
と
し
て
町

政
を
お
あ
ず
か
り
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
る

と
と
も
に
、
微
力
な
が
ら
、
お
約
束
し

た
事
項
に
つ
い
て
一
つ
一
つ
を
確
実
に

解
決
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
、
町
財
政
の
窮
迫
す
る

中
で
は
あ
る
が
、
心
を
新
た
に
し
て
、

当
面
す
る
つ
ぎ
の
懸
案
事
項
と
取
り
く

み
「
生
き
が
い
の
あ
る
東
郷
町
を
つ
く

る
」
た
め
、
全
力
を
あ
げ
た
い
。

　
②
、
▼
産
業
の
振
興
、
▼
社
会
教
育

の
充
実
、
▼
公
共
施
設
の
整
備
充
実
、

▼
へ
き
地
、
へ
ん
地
の
振
興
、
▼
過
疎

対
策
。

笙瀬清美
小野田60歳

無・農　業

　
①
、
町
民
と
の
話
合
い
の
場
を
広
め

町
民
と
と
も
に
町
政
に
参
画
し
、
明
日

の
町
づ
く
り
に
精
進
し
た
い
。

　
②
、
▼
生
産
基
盤
の
確
立
と
道
路
網

の
整
備
。
▼
農
工
併
進
施
策
。
▼
社
会

福
祉
の
充
実
。
▼
青
少
年
教
育
。寺原国義

鶴野内46歳

無・農　業

　
①
、
町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ

豊
か
な
町
民
生
活
の
確
立
に
努
め
る
。

　
②
▼
農
工
併
進
の
実
を
上
げ
る
た
め

に
発
想
の
転
換
を
は
か
る
。
▼
地
域
の

特
性
を
生
し
た
農
業
の
振
興
。
▼
教
育

の
振
興
。
▼
道
路
整
備
の
促
進
。

爾50．6．1

　町長と町議会議員選挙における

各候補の得票数はつぎのとおりで

した。

　1レ町長選挙レ

当選　2572票　　木村　誠

次点　2133票　　申田　豊

　投票総数4740、有効投票4

705、無効投票35。

レ町議会議員選挙《

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

次点

　　　　　　　　　　　　新

　　　　　　　　　　　　現

　　　　　　　　　　　　現

　　　　　　　　　　　　現

　　　　　　　　　　　　新

　　　　　　　　　　　　現

　　　　　　　　　　　　元

　投票総数4740、有効投票4

707、無効投票32。　（小数点

以下は切り捨てています。）

252票．篁瀬清美　元

250票寺原国義現
248票　甲斐定己　新

228票　海野与七　新

224票黒木九一新
205票　矢野貞夫　現

197票畝原昭則現

195票原田昇現
190票矢野日当現

187票黒木利男現

186票川口利雄新
1ミ5票　清水徳男　新

1望9票　河野定男　新

176票　橋口昭夫　新

173票黒木芳雄現
171票　橋口　登　新

163票　山田年雄　新

163票黒田功新
159票　松原千三郎　現

154票　吉田和幸

154票　新名哲朗

147票　谷口久雄

143票山元目盛

140票吉田寿美

138票　三浦得栄

　96票　中谷芳雄

甲斐定巳

坪谷45歳

無・農林業

　
①
、
明
る
い
豊
か
な
町
づ
く
り
に
議

員
と
し
て
の
使
命
を
果
し
た
い
。

　
②
、
▼
農
林
業
振
興
と
企
業
の
誘
致

で
、
過
疎
の
悩
み
を
な
く
し
た
い
。

▼
社
会
教
育
に
力
を
注
ぎ
、
各
種
民
主

団
体
の
育
成
向
上
に
あ
た
る
。

昭50．6．1

漸
轍
撫
轡
，
，

逡
．

海野与七

難
業

50迫寺

無・農

　
①
、
町
民
の
代
表
と
し
て
自
覚
を
し

町
民
の
声
を
素
直
に
受
止
め
、
誠
意
を

も
っ
て
町
政
に
反
映
さ
せ
た
い
。

　
②
、
▼
町
道
の
整
備
と
舗
装
。
▼
人

の
和
を
重
ん
ず
る
社
会
教
育
を
す
す
め

る
。
▼
農
林
業
の
振
興
。

託幽≧

甘

蝿
漢
鐘
．

■閣■■巳　」蝕隔　　卿■■■■

畝原昭則
小野田46歳

無・農　業

　
①
、
過
去
の
体
験
を
生
か
し
、
初
心

に
か
え
っ
て
「
過
疎
な
き
魅
力
あ
る
東

郷
町
」
実
現
の
た
め
私
の
情
熱
を
さ
さ

げ
る
。
②
、
▼
道
路
網
の
整
備
充
実
。

▼
農
林
業
の
近
代
化
と
農
工
併
進
施
策

▼
心
身
と
も
に
豊
か
な
人
づ
く
り
。

黒木利男
鞍懸48歳

無・農　業

　
①
、
全
町
民
が
温
い
連
帯
の
輪
を
ひ

ろ
げ
、
み
ん
な
が
協
調
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
物
も
心
も
豊
か
な
東
郷
町
を
つ

く
り
た
い
。
こ
の
こ
と
を
政
治
信
条
と

し
て
努
力
し
て
い
く
。

　
②
▼
地
域
格
差
の
是
正
を
は
か
る
。

河野定男
難題59歳

無・農業

　
①
、
町
民
の
代
弁
者
と
し
て
、
カ
ゲ

の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
た
い
。

　
②
、
▼
町
・
農
林
道
の
整
備
促
進
。

▼
下
渡
川
地
区
の
電
話
新
設
。
▼
公
民

館
の
建
設
。
▼
し
い
た
け
原
木
林
確
保

の
た
め
の
苗
木
の
無
償
配
布
。

登
歳

　
5
8

ロ
　
瀬

橋
懸

業無・農

　
①
、
現
実
に
立
脚
し
、
町
民
の
だ
れ

も
が
政
治
の
恩
恵
を
う
け
ら
れ
る
よ
う

満
身
の
情
熱
を
町
政
に
傾
注
す
る
。

　
②
、
▼
工
場
誘
致
に
全
力
を
あ
げ
、

将
来
公
害
の
な
い
東
郷
町
発
展
の
た
め

重
点
的
に
と
り
く
み
た
い
。

　乱
黒木九一
寺迫45歳

無・農　業

　
①
、
豊
か
な
町
づ
く
り
の
た
め
、
温

い
思
い
や
り
の
心
で
町
民
の
相
談
相
手

と
な
り
、
町
民
の
日
常
の
声
を
町
政
に

反
映
さ
せ
た
い
。
　
②
、
▼
農
林
業
の

振
興
。
▼
教
育
の
問
題
。
▼
道
路
網
整

備
。
▼
町
民
福
祉
の
推
進
。

昇田原

歳
　
業

52鶴野内

無・農

　
①
、
町
民
の
意
志
を
町
政
に
反
映
さ

せ
、
過
疎
の
な
い
、
住
み
よ
い
、
豊
か

な
郷
土
づ
く
り
に
努
力
す
る
。

　
②
、
▼
町
財
政
の
確
立
。
▼
農
林
畜

産
業
の
振
興
。
▼
交
通
網
の
整
備
。

▼
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
充
実
。

川口利雄
迫野内45歳

無・農　業

　
①
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
町

，
民
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、
地
域
の

発
展
と
町
民
福
祉
の
向
上
に
全
力
を
つ

く
し
た
い
。
　
②
、
▼
対
話
の
町
政
。

▼
老
人
福
祉
の
充
実
。
▼
青
少
年
教
育

の
向
上
。
▼
自
然
保
護
の
推
進
。

橋口昭夫
仲深48歳

無・農　業

　
①
、
町
政
に
対
す
る
町
民
の
考
え
を

基
本
に
、
町
民
と
と
も
に
町
政
に
参
画

し
た
い
。
②
、
▼
社
会
教
育
の
充
実
。

▼
農
林
業
の
近
代
化
と
産
業
基
盤
の
整

備
。
▼
青
少
年
が
気
力
と
心
の
ゆ
と
り

を
も
て
る
町
づ
く
り
。

山田年雄
追野内　55歳

無・農　　業

　
①
、
町
民
の
た
め
の
政
治
が
行
な
わ

れ
る
よ
う
、
過
去
の
経
験
を
生
か
し
、

町
民
の
意
志
を
議
会
に
反
映
さ
せ
る
よ

う
努
力
す
る
。
②
、
▼
農
林
業
の
近
代
化

促
進
。
▼
県
・
町
・
農
林
道
の
整
備
。

▼
町
民
福
祉
の
向
上
。

郷東回町3

矢野貞夫
坪谷45歳

無・農林業

　
①
、
過
去
の
体
験
を
も
と
に
、
全
知

全
能
を
傾
注
し
、
是
々
非
々
の
立
場
で

の
ぞ
み
た
い
。

　
②
、
▼
幼
児
、
学
校
、
社
会
教
育
の

振
興
。
▼
農
林
業
の
振
興
之
道
路
網
の

整
備
促
進
。
▼
社
会
的
不
公
正
の
是
正

矢野日蔭

福瀬56歳

無・商　業

　
①
、
地
域
格
差
を
な
く
し
、
不
公
平

の
な
い
住
民
の
繁
栄
を
の
ぞ
む
。

　
②
、
▼
道
路
網
の
整
備
。
▼
社
会
教

育
の
向
上
。
▼
町
民
福
祉
と
環
境
の
改

善
。
▼
中
小
零
細
企
業
の
育
成
。
▼
美

し
い
自
然
の
風
美
を
守
る
。

清水徳男

羽坂46歳

無・農　業

　
①
、
町
民
生
活
の
向
上
と
安
定
の
た

め
、
明
る
く
、
住
み
よ
い
東
郷
町
づ
く

り
を
目
標
に
し
て
努
力
す
る
。

　
②
、
▼
畜
産
と
養
蚕
の
振
興
。
▼
道

路
網
の
拡
充
と
整
備
。
▼
教
育
施
設
の

整
備
強
化
。
▼
福
祉
の
充
実
。

黒木芳雄
迫野内60歳

無・農　業

　
①
、
住
民
自
治
の
精
神
を
基
本
に
し

て
、
真
の
代
弁
者
と
し
て
町
民
の
声
を

町
政
に
反
映
さ
せ
た
い
。

　
②
、
▼
住
民
福
祉
の
向
上
。
▼
民
主

団
体
の
育
成
と
強
化
を
は
か
る
。

▼
農
林
業
の
振
興
施
策
を
推
進
。

田野51歳

無・農　業

　
①
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の

た
め
、
町
民
の
奉
仕
者
、
代
弁
者
と
し

て
つ
ね
に
住
民
と
の
話
し
合
い
を
も
ち

そ
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
た
い
。

　
②
、
▼
農
林
業
の
振
興
。
▼
道
路
の

整
備
と
拡
充
。
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議
長
に
黒
木
利
男
さ
ん

改
選
後
は
じ
め

て
の
町
議
会

各
常
任
委
員
な
ど
も
き
ま
る

　
町
長
・
町
議
会
議
員
の
改
選
後
は
じ
め
て
の
町
議
会
が
、
五
月
十
三
日
に
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
全
議
員
が
元
気
な
顔
を
そ
ろ
え
、
正
・
副
議
長
や
各
常
任
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
、
そ
れ
に
議
員
選
出
の
監
査
委
員
な
ど
各
種
委
員
を
き
め
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
昭
和
四
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
東
郷
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
な
ど
七
件
の
専
決
処
分
と
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
三
つ
の

案
件
も
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
、
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
選
後
の
初
議
会
は
、
午
前
十
時
か

ら
議
会
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
最
年
長
の
箏
瀬
清
美
議
員
を

臨
時
議
長
に
選
び
、
正
・
副
議
長
の
選

挙
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
長
の
選
挙
で
は
、
投
票
の
結
果
黒

が
た

税

し

民
ま

目
芯曇●

りま

町
決

木
利
男
議
員
が
過
半
数
を
得
て
新
し
い

議
長
の
イ
ス
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
つ
い
で
行
な
わ
れ
た
副
議
長
の
選

挙
で
は
、
こ
れ
も
投
票
の
結
果
、
過
半

数
を
得
た
矢
野
貞
夫
議
員
が
副
議
長
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
黒
木
新
議
長
は
、
昭
和
三
十
四
年
以

来
、
連
続
五
期
当
選
し
て
お
り
無
所
属
。

矢
野
副
議
長
も
無
所
属
で
、
連
続
三
期

当
選
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
議
会
は
初
議
会
で

あ
る
た
め
、
各
種
委
員
会
の
委
員
や
組

合
議
員
な
ど
を
つ
ぎ
の
と
お
り
互
選
し

ま
し
た
。

　
▼
常
住
委
員
会
委
員

《
総
務
》
　
委
員
長
・
寺
原
国
義
、
副

委
員
長
・
山
田
年
雄
、
委
員
・
矢
野
日

課
、
清
水
徳
男
、
海
野
与
七
、
矢
野
貞

夫
。

　昭和50年度の町・県民税の納付額が決ま

りましたので、今月中に通知書をお届けし

ます。

　町・県民税は、その年の1月1日に本町

に住所のある人に賦課されます。この税金

の算出の基礎となる所得は、前年の1月1

日から12月31日までの間に得られた収入金

です。

　本町では3月15日までに地区ごとに出張

し、納税者と面接のうえ町。県民税の申告

受付をしましたが、その申告書にもとづき

税額を決定したものです。

　納期は年4回（給与所得者の特別徴収は

12回）に分けています。1期が6月30日、

2期が8月51日、3期が10月31日、4期目

来年1月31日です。なお、納期のきていな

い分の税金を前納いたしますと、報奨金を

お支払いします。

　この町・県民税の賦課について異議があ

るときは、納税通知書を受取っノこ日から60

日以内に文書で異議の申立てをすることが

できます。そのほか税金のことで不明なこ

とは税務課へお問合せください。電話5677

月末で締めきり

新五年年金の保険料納付

　
《
文
教
厚
生
》
　
委
員
長
。
黒
木
芳

雄
、
副
委
員
長
・
橋
口
昭
夫
、
委
員
。

笙
瀬
清
美
、
橋
口
登
、
河
野
定
男
、
黒

木
利
男
。

　
《
農
林
土
木
》
　
委
員
長
・
畝
原
昭

則
、
副
委
員
長
・
原
田
昇
、
委
員
・
黒

田
功
、
黒
木
九
一
、
甲
斐
定
巳
、
川
口

利
雄
。▼

国
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
促
進

　
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
笙
瀬
清
美
、
副
委
員
長
・

黒
木
力
一
、
委
員
・
橋
口
登
、
野
原
昭

則
、
寺
原
国
義
、
山
田
年
雄
、
川
口
利

雄
、
海
野
与
七
、
矢
野
貞
夫
。

▼
広
域
行
政
調
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
・
原
田
昇
、
副
委
員
長
・
河

野
定
男
、
委
員
・
矢
野
日
好
、
清
水
徳

男
、
黒
木
芳
雄
、
黒
田
功
、
橋
口
昭
夫
、

甲
斐
定
巳
、
黒
木
利
男
。

　新五年年金の保険料納入が、今月の50日

で締めきられます。

　この年金をフイにしますと、今後いっさ

い拠出制の年金から救済されるみちはなく

なってしまいます。明治59年4月2日から

明治44年4月1日までに生れた人で、新五

年年金に加入している人は、忘れないよう

に保険料を納めてしまいましょう。

　保険料は5年分で5万5千円です。

▼
日
向
・
東
郷
衛
生
施
設
組
合

議
員
・
黒
木
利
男
、
黒
木
芳
雄
。

▼
延
岡
・
日
向
地
区
伝
染
病
隔
離
病

　
舎
組
合

議
員
・
黒
木
利
男
、
黒
木
芳
雄
。

矢
野
日
好
議
員
を

監
査
委
員
に
選
任

　
こ
の
議
会
で
は
、
つ
ぎ
の
三
議
案
も

提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し

た
。　

本
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
で
は

黒
田
功
さ
ん
の
後
任
に
福
瀬
の
直
野
喜

一
郎
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
本
町
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
小
野

田
の
福
良
善
男
さ
ん
を
推
せ
ん
し
ま
し

た
。　

町
議
会
議
員
か
ら
一
名
選
出
す
る
町

監
査
委
員
の
選
任
で
は
、
矢
野
日
好
議

員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
昭
和
四
十
九
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
、
同
国
民
健
康
保
険

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
、
同
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
、
三
野
地

区
農
道
舗
装
工
事
請
負
契
約
の
変
更
、

赤
松
地
区
農
牧
道
新
設
工
事
請
負
契
約

の
変
更
、
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
、
七
件
の
専

決
処
分
が
町
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
議
会

の
承
認
を
う
け
ま
し
た
。

　
町
税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
個
人
住
民
税
の
控
除
額

が
引
上
げ
ら
れ
（
減
税
措
置
）
、
軽
自
．

動
車
税
の
う
ち
二
五
〇
C
C
未
満
の
月

割
課
税
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

1

昭5〔L6．1

保育園にプレゼント

町社協がカラーテレビ贈る

郷東報町5

”
0

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
鶴
野
内
保
育

園
と
坪
谷
保
育
園
に
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
を

そ
れ
ぞ
れ
贈
り
ま
し
た
。
こ
の
テ
レ
ビ

は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
せ
ら
れ

た
香
典
返
し
な
ど
の
善
意
を
も
と
に
購

入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
い
ま
ま
で
は
白
黒
テ
レ
ビ
し
か
な
か

っ
た
両
園
の
園
児
た
ち
も
、
こ
の
心
の

こ
も
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
喜
び
で
、

〃
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
”
な
ど
の

幼
児
番
組
を
、
く
い
入
る
よ
う
な
ま
な

ざ
し
で
見
て
い
ま
し
た
。

　
町
民
か
ら
の
善
意
を
、
昨
年
は
お
と

し
よ
り
の
た
め
寝
台
と
車
イ
ス
購
入
に

あ
て
ま
し
た
が
、
こ
と
し
は
こ
ど
も
た

ち
の
た
め
に
い
か
し
た
も
の
で
す
。
園

児
た
ち
に
と
っ
て
は
、
こ
ど
も
の
日
の

愛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

中
学
生
の
自
転
車
点
検

80

嶋
ﾈ
上
が
整
備
不
良

　
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
が
、
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
の
お
こ
な
わ
れ
て

い
た
五
月
十
七
日
、
中
学
生
の
自
転
車

の
一
斉
点
検
を
し
た
と
こ
ろ
八
○
％
以

上
が
整
備
不
良
車
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
不
良
車
に
は
悪
い
個
所
を
チ
ェ
ッ
ク

し
た
カ
ー
ド
が
渡
さ
れ
、
整
備
し
て
再

点
検
を
受
け
る
よ
う
注
意
し
ま
し
た
。

　
中
学
校
で
は
毎
年
二
、
三
回
の
安
全

点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
が
、
ブ
レ

ー
キ
や
ラ
イ
ト
、
反
射
器
な
ど
事
故
に

つ
な
が
る
整
備
不
良
が
目
立
ち
ま
し

た
。　

昨
年
、
県
内
で
交
通
事
故
に
あ
っ
た

自
転
車
は
六
百
九
十
四
件
、
そ
の
う
ち

中
学
生
は
七
十
七
件
で
二
人
死
亡
し
て

い
ま
す
。
学
校
で
は
保
護
者
に
不
良
車

の
整
備
を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
6

郷
土
の
あ
ゆ
み
（
3
0
）

塩
月
儀
市

十
三
　
昭
和
時
代
③

　
年
を
追
っ
て
、
戦
争
は
い
よ
い
よ

激
し
く
な
り
、
日
一
日
と
わ
が
国
は

不
利
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
十
九
年
に
は
沖
縄
か
ら
の
疎

開
者
百
二
十
人
を
受
入
れ
、
そ
の
う

ち
学
童
疎
開
は
生
瀬
と
坪
谷
の
国
民

学
校
に
収
容
し
、
一
般
疎
開
者
は
小

野
田
と
鶴
野
内
に
住
ま
わ
せ
ま
し

た
。
村
は
そ
の
保
護
費
と
し
て
二
千

円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　
青
壮
年
は
ほ
と
ん
ど
応
召
や
徴
用

に
か
か
り
、
村
に
い
て
農
耕
に
従
事

す
る
者
は
老
幼
婦
女
の
み
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
生
産
力
は
低
下
し

物
資
は
欠
乏
、
生
活
は
急
速
に
窮
屈

と
な
り
ま
し
た
。
学
生
は
学
業
を
捨

て
て
工
場
や
農
村
に
動
員
さ
れ
て
、

労
力
の
奉
仕
を
し
ま
し
た
。

　
齢
五
十
を
こ
え
た
者
が
警
防
団
員

と
な
り
、
敵
機
来
襲
の
監
視
や
伝
令

に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
あ
り

さ
ま
で
し
た
。
郷
に
あ
る
者
は
、
老

幼
男
女
を
問
わ
ず
竹
ヤ
リ
の
訓
練
を

始
め
、
防
空
ご
う
は
い
た
る
所
に
築

造
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
、
銀
、
銅
、
鉄
な
ど
、
金
属
の
供
出

は
い
よ
い
よ
急
に
な
り
、
最
少
限
度

の
生
活
必
需
品
以
外
は
全
て
献
納
し

ま
し
た
。
プ
ラ
チ
ナ
の
入
歯
を
抜
い

て
献
納
し
た
村
民
も
い
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
年
に
な
る
と
敗
戦
の
色

は
い
よ
い
よ
濃
く
な
り
、
敵
機
の
来

襲
も
日
ご
と
に
し
げ
く
な
っ
て
、
村

の
上
空
で
も
た
び
た
び
空
中
戦
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
四
月
二
十
六
日
、

数
個
の
時
限
爆
弾
が
冠
岳
の
そ
こ
こ

こ
に
投
下
さ
れ
ま
し
た
が
、
滝
下
の

農
家
一
軒
が
全
壊
し
た
の
み
で
、
人

畜
に
は
被
害
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
八
月
十
五
日
無
条
件
降
伏
。

　
支
那
事
変
が
始
ま
っ
て
終
戦
ま
で

の
間
、
産
業
、
経
済
は
戦
争
遂
行
目

的
に
集
中
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
十
二
年
の
本
村
の
農
林
産
物

生
産
高
は
、
米
一
万
八
百
三
十
二
石
、

麦
二
千
九
百
八
十
三
石
、
カ
ン
シ
。

二
十
八
万
貫
、
雑
穀
千
百
八
石
、
繭

千
七
十
八
貫
、
子
牛
百
六
十
六
頭
、

木
炭
七
十
二
万
貫
、
し
い
た
け
八
十

貫
で
し
た
。

　
昭
和
十
四
年
以
降
は
、
毎
年
増
産

計
画
が
た
て
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
十

四
年
は
米
、
小
麦
、
カ
ン
シ
ョ
、
苧

麻
へ
ち
ょ
ま
）
。
十
五
年
と
十
六
年

は
米
、
大
麦
、
小
麦
、
裸
麦
、
カ
ン

シ
ョ
、
苧
麻
、
大
麻
。
十
七
年
は
米
、

大
麦
、
小
麦
、
裸
麦
、
カ
ン
シ
ョ
、

苧
麻
、
大
豆
、
菜
種
。
十
八
年
は
水

稲
、
陸
稲
、
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

カ
ン
シ
ョ
、
大
麻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

湘
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お知ちせ

轡

福
祉
係
が
出
張
受
付

　
児
童
手
当
の
現
況
届
と
老
人
医
療
費

受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
の
受
付
を
、

次
の
日
程
で
お
こ
な
い
ま
す
。

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
印

か
ん
と
被
保
険
者
証
を
、
老
人
医
療
費

の
適
用
を
受
け
て
い
る
人
は
印
か
ん
、

被
保
険
者
証
、
受
給
者
証
（
黄
色
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
〔
6
月
2
3
日
〕
　
寺
迫
「
・
旧
師
公
民

館
・
午
前
9
時
3
0
分
～
1
1
時
、
▽
福
瀬

一
下
瀬
公
民
館
・
午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
。
　
〔
2
4
」
「
〕
　
小
野
田
一
老
人
福
祉

館
・
午
前
9
時
3
0
分
～
1
1
時
、
▽
鶴
野

内
1
1
鶴
野
内
保
育
所
・
午
後
1
時
5
0
分

差
3
時
。
　
〔
2
5
日
〕
　
迫
野
内
一
迫
野

内
公
民
館
・
午
前
9
時
5
0
分
～
1
1
時
、

▽
八
重
原
一
八
重
原
公
民
館
・
午
後
1

時
5
0
分
～
2
時
、
▽
田
野
一
田
野
公
民

館
。
午
後
2
時
3
0
分
～
3
時
。

〔
2
6
日
〕
　
羽
坂
ー
ー
羽
坂
公
民
館
・
午

前
9
時
5
0
分
～
1
1
時
、
▽
仲
深
1
1
仲
深

公
民
館
・
午
前
1
時
3
0
分
目
3
時
。

〔
2
7
日
〕
　
坪
谷
一
坪
谷
保
育
所
・
午

前
9
時
3
0
分
～
1
1
時
、
▽
日
表
一
十
洗

集
会
所
・
午
後
2
時
5
0
分
～
3
時
5
0
分

▽
下
渡
川
一
下
渡
川
集
会
所
。
午
後
1

時
5
0
分
～
2
時
。

身
体
障
害
者

の
巡
回
相
談

　
宮
崎
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
身
体
障
害
（
内
部
障
害
は
除
く
）

や
精
神
障
害
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症

な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
、
医
学

的
診
査
、
障
害
程
度
の
判
定
、
補
装
具

占
父
付
の
要
否
を
お
こ
な
い
、
あ
わ
せ
て

そ
の
更
正
に
必
要
な
総
合
的
な
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　
期
日
　
6
月
1
7
日

　
場
所
老
人
福
祉
館

　
受
付
時
間
　
午
前
9
時
3
0
分
～
1
2
時

町
職
員
3
人

募
集
し
ま
す

　
町
で
は
、
つ
ぎ
に
よ
っ
て
町
職
員
三

名
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
《
募
集
要
項
》

▼
職
種
と
採
用
予
定
人
員
　
事
務
職
員

・
町
長
部
局
　
一
名
、
・
教
育
委
員
会

部
局
（
幼
稚
園
勤
務
）
一
名
、
自
動
車

運
転
手
　
一
名
。

▼
受
験
資
格
　
い
ず
れ
も
東
郷
町
内
に

居
住
可
能
の
人
。
①
町
長
部
局
の
事
務

職
員
は
、
昭
和
二
十
年
四
月
一
日
か
ら

昭
和
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

出
生
者
で
、
高
校
卒
以
上
の
学
力
を
有

す
る
人
。
②
、
教
育
委
員
会
部
局
の
事

務
職
員
は
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日

か
ら
昭
和
三
十
年
三
月
三
十
】
日
ま
で

の
出
生
者
で
、
高
校
卒
以
上
の
学
力
を

今
月
の
納
税

町
県
民
税
　
　
一
　
期

　
納
　
　
期
　
　
六
月
三
十
日

有
し
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人

偲
、
、
自
動
車
運
転
手
は
、
昭
和
十
五
年

四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
二
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
出
生
者
で
、
第
一
種
大

型
免
許
、
第
一
種
大
型
特
殊
免
許
所
有

者
。
新
制
中
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
で

す
。▼

受
験
手
続
と
受
付
期
間
　
願
書
へ
町

役
場
総
務
課
で
用
意
し
て
い
る
）
に
自

筆
履
歴
書
を
添
え
て
、
六
月
七
日
ま
で

に
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
方
法
　
試
験
は
六
月
十
日
、
午

前
九
時
よ
り
町
役
場
で
行
な
い
ま
す
。

試
験
科
目
は
、
事
務
職
員
が
国
語
、
数

学
、
社
会
、
作
文
、
自
動
車
運
転
手
は

社
会
、
作
文
。

＿1。＿人口＿＿哩
≡　　　50年5ヨ1日現在　　≡

≡　　　　　　（　）は対前月比　　　≡

≡　　　男　　3，416人　≡

≡　　　　　　　（一6）　≡

1　女3，632人1
…　　　　　　　（一5）　≡
≡　総　　数　　　　7，048人㌧　　≡

≡　　　　　　　　（一9）　≡
≡世帯数　‘1，814世帯≡

≡　　　　　　　　（＋11）≡
111I闘腫国IlIogIIlIIlIIl巳lII5膿II匪‘IlllIl騨IIIII藍1■1■IIIllIllI■■1幽勘

灘
黒
藻

　
　
　
　
　
四
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

．
．
赤
ち
や
．
ん
σ
各
　
一
父
σ
名
一
．
部
落

黒三稲高

木浦田野

博富和紀
　士　代
文美久美
金二藍今
　　　甲
乙司夫調
膳小坪寺
野野
内田谷迫

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

刈
香
典
返
し
に
か
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
郵ソ

　
　
福
　
瀬
の
糸
平
一
彦
さ
ん
か
ら
（
鉄
　
恵
さ
ん
・
6
4
歳
ご
死
去
）

　
　
八
重
原
の
青
柳
貞
治
さ
ん
か
ら
（
新
太
郎
さ
ん
・
9
6
歳
ご
死
去
）

　
　
坪
谷
の
海
野
真
さ
ん
か
ら
（
サ
イ
さ
ん
・
7
4
歳
ご
死
去
）

　
　
鶴
野
内
の
伊
東
忠
作
さ
ん
か
ら
ヘ
マ
　
シ
さ
ん
・
8
4
歳
ご
死
去
）

　
こ
の
四
件
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
資
金
へ
こ
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

橋若東河

口杉　野

恵哲朋こ
　　　ず
子史美え

結
婚
お
め
で
と
う

伊池　岩高　竹三　松森　前山　濱寺　那那

藤田　田森　田浦木田　田本　月原須三

三稲

　　氏
尾田

芳
　
典

健
　
一

善
　
男

美
　
敏

寺仲迫越
　　野
迫深内表

春平　英長　房末　和正　三義　直国

　　　　　　　　　　　代

代美　子久　子幸　子春　子一　美博

イ英

サ

ノー

松

代守1

名

小迫　福小　日仲　日鶴
野野　　野　向　　向野
田内　瀬田　市深　市内

追寺　日羽
野　　向
内迫　市坂

鍛鴛馨

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

因
i

．
名
「
「
年
齢
H
，
部
落

溝長海書聖伊新吉寺

口田野平柳東名田原

三社サ鉄新マク親治
　　　　太　　　三
市男イ恵郎シマ善郎

6950　7464968481　3081

寺小坪福門歯福坪鶴
　野　　重野　　野
追田谷瀬原内瀬谷内
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